
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

指定した教科書を事前
に読んでおくこと各コマに

おける
授業予定

肝臓・胆のう・脾臓の主な疾患と診療②

各コマに
おける

授業予定
肝臓・胆のう・脾臓の主な疾患と診療①

指定した教科書を事前
に読んでおくこと

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

肝臓・胆のう・脾臓の主な疾患と診療を理解できる

教科書

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

肝臓・胆のう・脾臓の主な疾患と診療を理解できる

教科書

各コマに
おける

授業予定
肝臓・胆のう・脾臓の基礎知識

各コマに
おける

授業予定
消化器の主な疾患と診療

各コマに
おける

授業予定
消化器の基礎知識、病態生理

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

消化器の主な疾患と診療を理解できる

教科書
指定した教科書を事前
に読んでおくこと

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

消化器の基礎的な病態を理解できる

教科書
指定した教科書を事前
に読んでおくこと

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

肝臓・胆のう・脾臓の基礎的な病態を理解できる

教科書
指定した教科書を事前
に読んでおくこと

【教科書】　「標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　内科学」　医学書院

教科書、資料を繰り返し復習し、理解できるようになること。

身体の主な疾患を理解することは、言語聴覚療法の基礎となり重要な科目であるため特に理解しておく必要がある。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

筆記試験（100点）で評価する。

健康問題を抱える患者の看護を展開するには疾患の理解が不可欠である。人間の各臓器に身体的・精神的な障害がおこっ
た場合に、その患者がいかなる状態におかれているかを理解し、そのときの患者のニードを満たすために看護の役割につい
て系統にそって学習する。ここでは既習の生体機能学と連動させ、消化器・内分泌・代謝・腎泌尿器官について疾患の成因と
病態生理、検査・治療について学ぶ。

担 当 教 員 佐藤　秀一　他
実務経験と

その関連資格
佐藤：出雲市立総合医療センターにて医師として勤務。

対 象 学 年 一年次 学期及び曜時限 教室名 406教室

講義

科  目  名 病態と治療Ⅱ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2020

学        科 言語聴覚士学科 科　目　区　分 専門基礎分野 授業の方法



指定した教科書を事前
に読んでおくこと各コマに

おける
授業予定

感染症の主な疾病と診療

各コマに
おける

授業予定

アレルギー疾患、膠原病、免疫不全症の基礎知識と主な疾病と
診療

指定した教科書を事前
に読んでおくこと

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

感染症の主な疾病と診療を理解できる

教科書

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

アレルギー疾患、膠原病、免疫不全症の基礎知識と主な疾病と
診療を理解できる

教科書

指定した教科書を事前
に読んでおくこと各コマに

おける
授業予定

腎・泌尿器の主な疾病と診療②

各コマに
おける

授業予定
腎・泌尿器の主な疾病と診療①

指定した教科書を事前
に読んでおくこと

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

腎・泌尿器の主な疾病と診療を理解できる

教科書

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

腎・泌尿器の主な疾病と診療を理解できる

教科書

各コマに
おける

授業予定
腎・泌尿器の基礎知識

各コマに
おける

授業予定
内分泌疾患の主な疾病と診療②

指定した教科書を事前
に読んでおくこと

各コマに
おける

授業予定
代謝性疾患の主な疾病と診療②

指定した教科書を事前
に読んでおくこと

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

腎・泌尿器の基礎的な病態を理解できる

教科書

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

内分泌疾患の主な疾病と診療を理解できる

教科書

指定した教科書を事前
に読んでおくこと

各コマに
おける

授業予定
代謝性疾患の主な疾病と診療①

各コマに
おける

授業予定
代謝・内分泌の基礎知識

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

内分泌疾患の主な疾病と診療を理解できる

教科書

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

代謝性疾患の主な疾病と診療を理解できる

教科書

指定した教科書を事前
に読んでおくこと各コマに

おける
授業予定

内分泌疾患の主な疾病と診療①

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

代謝性疾患の主な疾病と診療を理解できる

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

代謝・内分泌の基礎的な病態を理解できる

教科書
指定した教科書を事前
に読んでおくこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書
指定した教科書を事前
に読んでおくこと


